
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

横手市議会だより
83NO． 令和７年５月１日号

３月定例会

◆佐々木　伊織「馬」
　背景を一色にすることで相対的に馬の色の情報量を増や
し、より馬に注目が集まるように描きました。迫力が一目
で伝わるように意識しました。
◆佐 藤　　澪「炭酸」
　炭酸と単三電池をかけた爽やかな絵をイメージしまし
た。寒色を混ぜ淡くはじけるような色を意識しているので、
見た人の心がシュワッと軽くなるといいなと思います。

作品のこだわりポイント！

定例会ピックアップ………………………２
委員会審査報告……………………………５
令和７年度予算審査報告…………………６
予算決算委員会総括質疑…………………９
会派代表質問・一般質問…………………10
ぎかいトピックス・先進地から学ぶ……15

主な内容

「馬」
平成高等学校３年　佐

さ

々
さ

木
き

　伊
い

織
おり

 さん
「炭酸」

平成高等学校３年　佐
さ

藤
とう

　　澪
れい

 さん
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当
局
か
ら
は
、「
よ
こ
て
市
民
応
援
商

品
券
事
業
に
つ
い
て
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
市
内
全
世
帯
に
対
し
商
品
券
を
配

布
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
商
品
券
の
印

刷
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
全
世
帯

に
届
く
の
は
令
和
７
年
７
月
頃
を
予
定
し

て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
、
土
田
百
合
子
議
員
ほ

か
５
名
よ
り
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
配
布
す
る
た
め
特
段
の
努
力
を
求

め
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
議
案
提
出
議
員
か
ら
は
、「
現
在
の

急
激
な
物
価
高
騰
は
、
既
に
市
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
刻
も

早
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
速
や
か
に
対

象
世
帯
に
配
布
す
る
た
め
、
特
段
の
努
力

を
求
め
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
意
見
交
換
を
実
施
し
、
附
帯
決

議
の
提
出
へ

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、審
査
を

休
憩
し
、委
員
間
で
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。意
見
交
換
の
結
果
、物
価
高
騰

に
苦
し
む
市
民
の
皆
様
へ
少
し
で
も
早
く

商
品
券
を
配
布
す
る
こ
と
を
求
め
る
附
帯

決
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
は
２
月
18
日
か
ら
３
月
19
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
し
た
案
件
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す

る
内
容
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
の

速
や
か
な
配
布
を
求
め
る
附
帯
決
議
案
を
可
決

議
会
案
第
１
号
　
議
案
第
49
号
「
令

和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）」
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
令
和
６
年
度
に
臨
時
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
除

く
、
市
内
の
全
世
帯
に
対
し
、
物
価
高

騰
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
商
品
券
（
一

人
あ
た
り
３
０
０
０
円
）
を
配
布
す
る

事
業
の
こ
と
。

〜
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
事
業
〜

解
説

議
案
や
附
帯
決
議
の
全
文
は

こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

可◆
提
案
の
背
景
は

　
附
帯
決
議
と
は
、
議

会
ま
た
は
委
員
会
に
お

け
る
審
議
事
件
（
議
案
や
予
算
案
等
）

の
議
決
に
あ
た
っ
て
、
事
業
を
執
行
す

る
う
え
で
の
要
望
や
意
見
を
述
べ
る

た
め
の
決
議
を
い
う
ん
だ
。
決
議
は
議

員
が
発
案
し
て
本
会
議
で
審
査
す
る

ん
だ
よ
。

　
附
帯
決
議
に
法
的
拘
束
力
は
な
い

け
ど
、
議
会
か
ら
市
長
等
に
こ
れ
を
尊

重
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
な
ん
だ
。

附
帯
決
議
っ
て

な
ぁ
に
？

●
公
立
病
院
物
価
高
騰
対
策
事
業

　
県
の
補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

市
立
横
手
病
院
と
市
立
大
森
病
院
に

対
し
て
、
燃
料
費
等
及
び
食
材
費
の

高
騰
分
の
一
部
を
助
成
す
る
。

●
農
業
経
営
継
続
支
援
事
業

　
燃
料
や
光
熱
費
等
の
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
施
設
園
芸
農
業
者
等

に
対
し
、
か
か
り
増
し
し
て
い
る
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

●
飼
料
高
騰
対
策
事
業

　
飼
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
畜
産
農
家
に
対
し
、
飼
料
費
の

一
部
を
助
成
す
る
。

よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券

事
業
以
外
の

物
価
高
騰
対
策
の
内
訳

令和４年度に配布された
よこて市民応援商品券

見本
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議
案
第
２
号
は
、
横
手
市
民
会
館
建
設

の
た
め
に
基
金
を
創
設
し
、
市
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
示
し
、
将
来
に
備
え
て

い
く
た
め
の
条
例
案
で
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
議
案
第
14
号
は
、
近
年
の
物
価
高
騰
を

受
け
、
光
熱
水
費
の
実
費
と
負
担
金
に
大

き
く
乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
し
て
、
大
森

地
域
に
あ
る
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
施

設
の
光
熱
水
費
を
値
上
げ
す
る
と
い
う
条

例
改
正
案
で
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数

と
な
り
、
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
第
11
号
は
ゆ
っ
ぷ
る
、
議
案
第
16

号
は
さ
く
ら
荘
の
両
公
共
温
泉
施
設
を
そ

れ
ぞ
れ
指
定
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
条
例
改
正
案
で
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数

に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

３

定例会ピックアップ

議
案
第
２
号 

横
手
市
民
会
館
施
設

整
備
基
金
条
例

議
案
第
14
号 

横
手
市
大
森
町
高
齢

者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
11
号 

横
手
市
平
鹿
と
き
め

き
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
ぷ
る
」
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
16
号 

横
手
市
大
森
林
業
者

等
休
養
福
祉
施
設
設
置
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

議
案
に
対
す
る
議
論
が
白
熱
し

条
例
改
正
案
３
件
が
否
決
さ
れ
る

齋
藤
光
司
議
員
よ
り
、「
市

民
会
館
の
建
設
が
、
人
口

　
減
少
に
ど
の
よ
う
に
歯
止
め
を

か
け
、
利
用
者
数
を
増
や
し
て
い
く

の
か
説
明
が
な
く
、
よ
り
良
い
も
の

を
建
設
す
る
た
め
に
も
議
論
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
反
対
す

る
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

反対

討 論

菅
原
惠
悦
議
員
よ
り
、「
建

設
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

　
現
在
の
物
価
高
騰
は
施
設
に
顕

著
な
影
響
が
あ
り
、
施
設
を
長
く
継

続
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
条
例
改
正

で
あ
る
と
思
い
、
賛
成
す
る
」
と
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛成

討 論

ゆっぷるとさくら荘

　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
民
間
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
が
、

市
に
代
わ
っ
て
公
共
施
設
の
管
理
運

営
を
行
う
仕
組
み
の
こ
と
。
民
間
企

業
が
効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

〜
指
定
管
理
者
制
度
〜

解
説

　
産
業
建
設
常
任
委
員

会
で
は
、「
現
在
の
運

営
費
と
指
定
管
理
料
に
大
き
な
違

い
は
な
く
、
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ

ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
」、「
指
定
管

理
後
は
利
用
料
が
上
が
る
見
込
み

で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
直
営
が

最
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」、「
既

に
指
定
管
理
の
優
先
交
渉
者
が
決

ま
っ
て
い
る
の
は
順
番
が
逆
だ
」

と
い
う
意
見
な
ど
、
条
例
改
正
に

反
対
の
意
見
が
多
く
出
た
ん
だ
よ
。

ど
う
し
て
ゆ
っ
ぷ
る
と

さ
く
ら
荘
の

　条
例
改
正
案
は

　
　否
決
さ
れ
た
の
？

新市民会館の
完成イメージ

大
日
向
香
輝
議
員
よ
り
、

「
本
条
例
改
正
を
否
定
す

　
る
こ
と
は
、
市
議
会
自
ら
が
温
泉

サ
ー
ビ
ス
継
続
の
可
能
性
を
閉
ざ
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と

危
惧
し
、
賛
成
す
る
」
と
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

賛成

討 論
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賛否が分かれた議案と審議結果
・全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。　　○：賛成　　●：反対
※小野正伸議長は採決に加わりません。  ※議案第14号は議長裁決により否決になりました。

 

案 

件 

名

会
派
・
議
員
名

議案
第２号

議案
第３号

議案
第11号

議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第18号

議案
第29号

議案
第39号

議会案
第１号

横
手
市
民
会
館
施
設
整
備
基
金
条
例

横
手
市
立
体
育
館
設
置
条
例

横
手
市
平
鹿
と
き
め
き
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
ぷ
る
」

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

横
手
市
立
自
然
公
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

横
手
市
大
森
林
業
者
等
休
養
福
祉
施
設
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

横
手
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

令
和
７
年
度 

横
手
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
49
号
「
令
和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）」
に
対
す
る
附
帯
決
議

議　決　結　果 原案可決 原案可決 否 決 否 決 原案可決 否 決 原案可決 原案可決 原案可決 原案可決

表決数 賛　成 14 22 ４ 12 22 ４ 21 22 18 16
反　対 10 ２ 20 12 ２ 20 ３ ２ ５ ７

市 民 の 会

宮川　拓也 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ●
福田　　誠 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
大日向香輝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
菅原　正志 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
齋藤　光司 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
菅原　惠悦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

さ き が け

青山　　豊 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○
佐藤　誠洋 ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○
寿松木　孝 ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○
播磨　博一 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○
塩田　　勉 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○

新 政 会

髙橋　聖悟 ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ 退席
柴田　　忍 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
佐藤　忠久 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
小野　正伸 － － － － － － － － － －
髙橋　和樹 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

創 成 の 会
林　　一輝 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
本間　利博 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○
加藤　勝義 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ● ● ● ● ● ● ○ 退席 ○
立身万千子 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

公 明 党
土田百合子 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
井上　忠征 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 風 の 会 木村　清貴 ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○
実 横 会 加藤　雄太 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

１月臨時会の概要
　物価高騰に対する支援事業として、低所得者を対象とした
あったか灯油助成事業や住民税非課税世帯への給付金給付事業
のほか、障害者支援施設や介護保険施設の光熱費及び食材料費
の負担軽減のための補助事業、また除雪費に関する補正予算等
を審査し、いずれも可決しました。
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委員会審査報告

厚生常任委員会
◆
横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問 

利
用
者
は
冬
期
間
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々

で
施
設
を
利
用
す
る
以
外
に
選
択
肢
が
な
い
と
思
わ

れ
る
。
行
政
側
の
都
合
で
現
入
居
者
に
説
明
が
な
い

ま
ま
条
例
改
正
す
る
こ
と
は
性
急
で
は
な
い
か
。

答 

入
居
者
負
担
金
は
開
設
以
来
見
直
し
を
し
て
い

な
い
。
物
価
高
騰
を
受
け
光
熱
水
費
の
実
費
と
負
担

金
に
大
き
く
開
き
が
生
じ
て
お
り
、
過
去
一
年
間
の

光
熱
水
費
の
実
績
を
も
と
に
改
定
額
を
算
定
し
た
。

来
期
の
入
居
申
請
時
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

入
居
者
負
担
金
見
直
し
の
内
容
は
？

総務文教常任委員会
◆
横
手
市
民
会
館
施
設
整
備
基
金
条
例

問 

基
金
に
つ
い
て
は
、
毎
年
２
億
円
、
10
年
間
で

20
億
円
を
積
み
立
て
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
の
算

定
根
拠
を
問
う
。

答 

事
業
費
を
１
２
５
億
円
と
考
え
た
場
合
、
国
の

補
助
金
が
約
20
億
円
、
地
方
債
は
約
79
億
円
、
一
般

財
源
は
約
26
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
先
に
令
和
４

年
か
ら
６
年
度
ま
で
約
5.4
億
円
を
事
業
費
と
し
て
充

て
て
い
る
の
で
、
差
し
引
き
約
21
億
円
と
な
り
、
一

つ
の
目
安
と
し
て
20
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。な
お
、

実※

質
収
支
の
約
10
％
の
積
立
と
し
て
お
り
、
財
政
状

況
に
よ
っ
て
は
積
み
増
し
も
可
能
で
あ
る
。

問 

実
質
収
支
を
多
く
出
せ
ば
、
基
金
額
も
増
や
せ

る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

実
質
収
支
が
多
く
な
る
よ
う
な
財
政
運
営
は
基

本
的
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

横
手
市
民
会
館
施
設
整
備
基
金
条
例
の

在
り
方
は
？

産業建設常任委員会
◆
横
手
市
平
鹿
と
き
め
き
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
ぷ

る
」
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
横
手
市
大
森
林
業
者
等
休
養
福
祉
施
設
設
置
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
さ
く
ら
荘
）

問 

ゆ
っ
ぷ
る
と
さ
く
ら
荘
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
と
い
う
条
例
改
正
だ
が
、
制
度
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
と
移
行
す
る
理
由
は
。

答 

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
経
費
削
減
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
指
す
。
ゆ
っ
ぷ
る
に
つ
い
て
は
制
度

導
入
に
よ
り
、
休
業
中
の
食
堂
を
再
開
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

◆
横
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例問 

報
酬
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ク
マ
等
捕
獲
許
可

１
回
に
つ
き
３
千
円
だ
っ
た
も
の
が
年
額
５
千
円
に

な
る
。
隊
員
は
納
得
し
て
い
る
の
か
。

答 

市
か
ら
の
年
額
報

酬
に
加
え
、
内
容
に
応

じ
て
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
か
ら
活
動
経
費
が

支
払
わ
れ
る
。
変
更
は

事
前
に
猟
友
会
と
協
議

し
、
納
得
い
た
だ
い
て

い
る
。 公

共
温
泉
２
施
設
の
条
例
改
正
案
の

妥
当
性
は
？

高齢者生活支援ハウスで
過ごす利用者

公共温泉施設の将来は

※実質収支…自治体の財政運営の健全性を判断する指標の一つで、形式収支（歳入決算額－歳出決算額）
から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた決算額のこと。

新横手市民会館
事業費125億円の内訳

国補助金：
20億円

地方債：79億円地方債：79億円

一般財源：
26億円

「
一
般
財
源
か
ら
少
し
削
る
と
い
う

形
で
経
過
措
置
を
取
り
、
説
明
を
一

生
懸
命
に
行
う
べ
き
」

反対「
物
価
高
騰
は
入
居
者
以
外
も
同
じ
境

遇
で
あ
り
、
ど
こ
か
で
決
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

賛成
討 論　

起
立
採
決
の

　
結
果
、
起
立

少
数
に
よ
り
否

決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し

た
。

否
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◆
横
手
市
一
般
会
計
予
算

問 

各
地
域
局
に
相
談
窓
口
が
あ
る
が
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
で
現
状
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答 

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
る

ご
と
福
祉
課
内
に
設
置
す
る
も
の
で
既
存
の

支
援
機
関
と
の
連
携
や
調
整
が
主
な
役
割
と

想
定
し
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
社
会
復
帰
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｙ２

ぷ
ら
ざ
に
設
置
す
る
支
援
窓
口
に
つ
い
て
は

20
代
く
ら
い
ま
で
の
若
者
を
想
定
し
て
お

り
、
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化
し
な
い
よ
う
に

早
め
の
対
応
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い

て
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
取
得
率
を
ど
の
よ

う
に
伸
ば
し
て
い
く
の
か
。

答 

未
取
得
者
の
う
ち
高
齢
者
は
施
設
入
所

が
多
い
と
考
え
て
お
り
、
施
設
と
の
連
携
や

相
談
体
制
を
構
築
し
、
取
得
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
10
代
20
代
の
取
得
率
は
80
％
を
超

え
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
届
と
同
時
に
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問 

令
和
６
年
度
の
参
加
率
が
10
％
と
な
っ

て
い
る
。
参
加
者
が
多
け
れ
ば
続
け
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
る
が
、
担
い
手
の
都
合
で
実

施
が
左
右
さ
れ
る
仕
組
み
は
公
平
で
は
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

利
用
希
望
者
が
い
て
も
実
施
す
る
担
い

手
が
い
な
い
と
参
加
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
地
域
で
取
組
の
差
が
出
る
不
公
平

な
状
態
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
一

方
で
利
用
者
か
ら
は
好
意
的
な
声
も
あ
り
、

地
域
の
再
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
も
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
制
度
変
更
以
降
、
町
内

会
以
外
の
同
好
会
や
婦
人
会
の
主
催
事
業
に

活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
記
念
品
配
付
の
み

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
活
動
に
使

え
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
の
面
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

◆
横
手
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問 

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
助
成
に

つ
い
て
、
事
業
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

答 

保
険
証
更
新
時
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て

い
る
ほ
か
国
保
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
周
知

方
法
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

厚生常任委員会

市民の福祉と
健康を守る政策を

参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

敬
老
事
業
に
つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
内
容
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の

現
状
と
方
策
に
つ
い
て

　
起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
全

　
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

可

「
市
独
自
の
医
療
や
福
祉
、

環
境
の
政
策
を
打
ち
出
し
、

　
市
民
に
寄
り
添
っ
て
い
く
姿
勢
が

見
ら
れ
る
。
動
き
出
せ
ば
具
体
的
な
課

題
が
様
々
出
る
こ
と
と
思
う
が
、
こ
れ

ら
の
政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
賛
成
す
る
」

賛成

討 論

病
気
の
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に

効
果
が
期
待
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

助
成
事
業
の
周
知
方
法
は

本間　利博
立身万千子
寿松木　孝
宮川　拓也
井上　忠征
播磨　博一
菅原　惠悦
佐藤　忠久

厚　　生
常任委員

人間ドックの利用率
向上が求められる
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◆
横
手
市
一
般
会
計
予
算

問 

鶴
ヶ
池
荘
を
解
体
し
て
、
跡
地
に
新
た

な
日
帰
り
温
泉
施
設
を
建
設
す
る
方
針
と
の

こ
と
だ
が
、
唐
突
な
提
案
で
は
な
い
か
。

答 

改
修
費
用
が
予
想
を
超
え
る
高
額
と
な

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
改
修
せ
ず

に
一
旦
解
体
し
、
日
帰
り
温
泉
に
特
化
し
た

施
設
を
建
設
し
て
い
く
た
め
に
提
案
し
た
。

問 

令
和
４
年
に
公
共
温
泉
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
き
と
は
全
く
状
況
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
を
含

め
、
市
の
公
共
温
泉
の
在
り
方
を
今
一
度
整

理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
審
議
に
お
い

て
鶴
ヶ
池
荘
に
関
す
る
予
算
修
正
案
が
提
出

さ
れ
た
。
温
泉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
日
帰

り
機
能
に
特
化
し
、
今
後
長
く
地
域
に
愛
さ

れ
る
施
設
と
し
て
建
設
し
た
ほ
う
が
良
い
と

い
う
趣
旨
説
明
で
あ
っ
た
。
修
正
案
は
、
議

員
24
名
中
21
名
が
賛
同
し
可
決
さ
れ
、
令
和

６
年
度
予
算
は
こ
れ
を
受
け
て
執
行
し
て
お

り
、
今
回
の
提
案
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問 

観
光
誘
客
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
外
国

人
旅
行
者
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

通
訳
案
内
士
や
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
も
て
な
し
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
意
思
疎

通
で
き
る
体
制
を
研
究
し
、
実
践
し
て
い
き

た
い
。

問 

横
手
の
雪
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
土
日
開

催
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

誘
客
推
進
対
策
と
し
て
曜
日
変
更
は
有

効
と
考
え
て
お
り
、
民
間
の
多
く
の
方
々
か

ら
同
様
の
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
は
後
世
に
残
る
変
更
に
な
る
こ
と

か
ら
、
歴
史
文
化
の
面
か
ら
も
し
っ
か
り
検

証
し
な
が
ら
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問 

除
雪
作
業
を
市
が
直
営
で
行
っ
て
い
く

場
合
、
重
機
を
購
入
し
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
的
に
は
民
間
に
委
託

す
る
つ
も
り
な
の
か
。

答 

６
年
度
は
直
営
48
％
、
委
託
が
52
％
で

約
半
々
の
状
況
で
あ
る
。
直
営
の
雇
用
人
数

は
、
現
段
階
で
は
ほ
ぼ
充
足
し
て
い
る
。
し

か
し
、
職
員
の
高
齢
化
、
除
雪
技
術
の
継
承

を
考
え
る
と
、
民
間
委
託
に
徐
々
に
シ
フ
ト

し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
だ
し
、
コ
ス
ト
面
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
現
在
方
向
性
は
決
め
て
い
な
い
。

産業建設常任委員会

鶴ヶ池荘の
今後の方向性は

横
手
の
雪
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

い
く
の
に
必
要
な
こ
と
は

菅原　正志
柴田　　忍
加藤　雄太
鈴木　勝雄
林　　一輝
佐藤　誠洋
齋藤　光司
髙橋　和樹

産業建設
常任委員

鶴
ヶ
池
荘
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か

除
雪
に
係
る
人
材
は
確
保
で
き
て
い
る
か

老朽化が進む鶴ヶ池荘

多くの観光客で
賑わった雪まつり

「
公
共
温
泉
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、改
め
て
人
口
ビ
ジ
ョ

　
ン
の
推
移
や
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
べ
き
だ
。性
急
す
ぎ
る
解
体
工

事
に
係
る
実
施
設
計
の
予
算
計
上
は
禍

根
を
残
す
こ
と
に
な
る
た
め
反
対
す
る
」

反対

討 論　
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
多
数
に

　
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

可
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◆
横
手
市
一
般
会
計
予
算

問 

両
庁
舎
は
非
常
に
老
朽
化
し
て
い
る
。大

森
庁
舎
は
浸
水
区
域
に
位
置
し
、大
雨
な
ど
に

よ
り
行
政
機
能
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

が
、改
修
計
画
を
作
成
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答 

令
和
７
年
度
に
は
横
手
市
財
産
経
営
推

進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計
画
）
の
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
建
物
の
老
朽
度
調
査

を
実
施
し
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま

ず
は
、
職
員
で
検
討
し
地
域
住
民
と
も
協
議

を
進
め
て
い
く
。

問 

若
者
出
会
い
応
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
あ
り
な
が
ら
肝
い
り
で
行
っ
た
施

策
で
あ
る
。
６
年
度
と
比
較
し
て
８
０
０
万

円
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

答 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
当
初
２
０
０
名
の
想
定
に

対
し
、
14
名
の
利
用
で
、
交
際
応
援
へ
の
助

成
事
業
は
、当
初
２
０
０
組
の
想
定
に
対
し
、

32
組
と
い
う
状
況
で
、
実
績
に
基
づ
き
減
額

し
て
い
る
。
今
後
、
周
知
が
ど
こ
ま
で
行
き

届
い
て
い
る
か
を
含
め
、
令
和
７
年
度
以
降

の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問 

市
内
の
防
災
士
が
一
堂
に
会
し
て
の
打

ち
合
わ
せ
す
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な
計
画
は
。

答 

防
災
士
の
方
に
は
各
地
域
の
防
災
訓
練

や
市
主
催
の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
い
た
だ

き
、
冬
季
防
災
訓
練
で
は
研
修
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

令
和
７
年
度
は
秋
田
地
方
気
象
台
の
出
前
講

座
を
活
用
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
研
修
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
横
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問 

よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

こ
の
事
業
は
、
横
手
商
工
会
議
所
と
よ

こ
て
市
商
工
会
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
で

進
め
る
。
令
和
４
年
度
に
同
様
の
事
業
を
実

施
し
た
際
に
、
商
品
券
に
偽
造
防
止
の
加
工

を
す
る
関
係
で
納
入
自
体
に
２
カ
月
以
上
か

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
予
算
が
確
定
し
な
い

現
段
階
で
は
協
議
を
詰
め
切
れ
て
い
な
い

が
、
６
月
中
に
順
次
発
送
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
遅
く
と
も
７
月
ま
で
に
は
全
世
帯
に

届
け
た
い
。

総務文教常任委員会

土田百合子
大日向香輝
木村　清貴
福田　　誠
青山　　豊
髙橋　聖悟
加藤　勝義
塩田　　勉

総務文教
常任委員

「よこて市民応援商品券」は
早期に配布を

「
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
」の
市
民

へ
の
配
布
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か

若
者
出
会
い
応
援
事
業
の
予
算
の

減
額
は
な
ぜ
か

大
森
庁
舎・大
雄
庁
舎
の
改
修
計
画
は

防
災
訓
練
に
お
け
る
防
災
士
と
の
連
携
は

冬季防災訓練の様子
（大雄地域）

　
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

　
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

可

　
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ

　
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

可　
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

は
、
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
現
在
多
数
の
生
活
必
需
品

な
ど
の
値
段
が
上
昇
し
て
お

　
り
、
多
く
の
市
民
が
困
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
市
民
に
寄
り
添
っ
て
こ
の

商
品
券
を
配
布
す
る
こ
と
は
と
て
も
有

効
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
早
期
の
配
布

が
で
き
る
よ
う
に
一
層
の
努
力
を
お
願

い
し
た
い
」

賛成

討 論
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予算決算委員会総括質疑

問 

５
款
労
働
費
は
当
初
予
算
１
億
１

２
４
７
万
円
と
全
体
の
0.2
％
に
過
ぎ
な

い
が
、
若
者
の
地
元
定
着
、
人
材
育
成

を
含
め
た
「
定
住
」
の
視
点
で
重
要
な

位
置
付
け
と
考
え
る
。
市
で
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答 

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
「
第
２
次
総
合
計
画
」
の
重
点

目
標
及
び
「
第
２
期
横
手
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
指

す
姿
に
「
働
く
場
が
充
実
し
、
み
ん
な

が
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」

と
掲
げ
、
若
者
の
地
元
定
着
を
図
る
た

め
、
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
多
様
な
職
場
の
確
保
に

向
け
た
企
業
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。問 

採
用
活
動
を
支
援
し
、
地
元
経
済

の
発
展
と
雇
用
の
確
保
を
図
る
「
採
用

活
動
応
援
事
業
」
90
万
円
が
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
要
す
る
負
担
経

費
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

４
社
合
計
40
万
円
と

い
う
こ
と
だ
が
、４
社

と
い
う
数
字
の
根
拠
が
不
明
確
だ
。

答 

過
去
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
学
生
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
」
の
実
績

か
ら
対
象
学
生
16
人
、
対
象
企
業
４

社
と
想
定
し
て
い
る
。

問 

分
科
会
質
疑
で
、
こ
の
事
業
に
つ

い
て
「
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
だ
」
と

答
弁
さ
れ
た
。
労
働
費
は
重
要
な
位

置
付
け
と
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答 

過
去
の
実
績
か
ら
の
積
算
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
新
卒
人
材

供
給
の
今
後
の
見
通
し
と
戦
略
は

「
定
住
」の
視
点
に
お
い
て
労
働
費
は
重
要
だ

青
山

　
　豊
委
員

あ
お
や
ま

　ゆ
た
か

春の大卒等合同企業
説明会 in よこて

問 

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
予
算
は
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
の
年
額
報
酬
や
捕

獲
活
動
費
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
購
入
等

に
充
て
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
山
か
ら
人

里
に
出
没
す
る
ク
マ
を
い
ち
早
く
検
知

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
現
在
は

人
が
ク
マ
を
発
見
し
た
際
に
通
報
し
て

い
る
が
、
検
知
・
通
知
シ
ス
テ
ム
を
充

実
す
る
こ
と
で
早
い
段
階
で
の
発
見
が

期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
積
極
的
に

デ
ジ
タ
ル
機
器
設
置
の
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

実
施
隊
員
に
よ
る
罠
の
見
回
り
作

業
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
か
ら
携
帯
電
話
に
通
報
す

る
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
効
果
検
証
を
行
い
な
が
ら

本
格
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問 
水
と
緑
の
森
づ
く
り
事
業
の
緩
衝

帯
整
備
事
業
は
、
人
の
生
活
圏
と
ク
マ

の
生
息
域
を
分
け
る
た
め
に
有
効
な
取

組
と
さ
れ
て
い
る
。
緩
衝
帯
の
整
備
に

は
、
地
区
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
共
助

組
織
等
に
作
業
委
託

す
る
こ
と
で
、
地
域
を
守
る
活
動

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

緩
衝
帯
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
県

の
補
助
事
業
で
、
７
年
度
は
過
去
に
出

没
事
例
が
あ
り
、
公
共
性
の
高
い
区
域

３
カ
所
へ
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

一
方
で
、
事
業
に
は
専
門
性
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
共
助
組
織
へ

の
委
託
を
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
共

助
組
織
や
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
活
動
の
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

重
要
施
策
ク
マ
対
策
予
算
の
内
容
は
？

本
間

　利
博
委
員

ほ
ん
ま

　と
し
ひ
ろ

クマの注意喚起チラシ
（秋田県自然保護課作成）



あなたと市議会 第83号 2025.5.1 10

会派代表質問・一般質問

８名の議員が市政を問う

　会派代表質問・一般質問の様子は、
インターネットでライブ中継していま
す。また、一部を横手かまくらＦＭで
生放送するほか、市議会ホームページ
で全ての一般質問を録画中継でご覧い
ただけます。

二次元コードを読み取ると、動画をご覧いただけます。

二次元コード
読取

　２月28日に会派代表質問が、３月３日～４日に一般質問が行われ、
８名の議員が市長の施政方針や教育長の教育行政方針、そのほか市民
の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。

◆佐藤　誠洋 議員…除排雪体制の一層の充実を！

◆立身万千子 議員…市民が充実できる産業振興の支援体制を

◆加藤　雄太 議員…水道料金値上げ幅を可能な限り抑える努力を！

◆福田　　誠 議員…新横手体育館開館準備事業の進捗は

◆市民の会　菅原　正志 議員…力強く継続的な薬剤助成で果樹産地維持を

◆さきがけ　塩田　　勉 議員…市の財政運営に問題はないか

◆創成の会　加藤　勝義 議員…新市民会館計画の規模縮小と副拠点への建設を

◆公 明 党　土田百合子 議員…「子ども権利条例制定」で少子化対策を

一 般 質 問

会派代表質問
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会派代表質問

問 
果
樹
の
産
地
維
持
の
た

め
継
続
的
な
農
薬
助
成
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答 

災
害
復
旧
か
ら
生
産
振

興
へ
と
重
点
を
移
し
て
支
援

す
る
。
薬
剤
補
助
率
は
15
％

か
ら
10
％
に
な
る
が
、
農
機

具
導
入
、
腐
ら
ん
病
対
策
の

ひ
と
つ
で
あ
る
放
任
園
の
解

消
、
中
山
間
地
に
お
け
る
樹

園
地
の
流
動
化
等
に
取
り
組

む
。

●
市
役
所
の
組
織
運
営
に
つ

い
て問 

令
和
６
年
度
の
事
務
ミ

ス
・
不
祥
事
を
振
り
返
っ
て

の
検
証
と
対
策
は
。
職
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
誇
り
を
も
っ

て
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
も
ら

い
た
い
が
ど
う
か
。

答 

改
め
て
市
民
の
皆
様
に

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
全
て

の
職
員
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
受
け
止
め
、
改
善
・
改
革
を
図

り
続
け
る
。
誰
の
た
め
に
働
い
て
い
る

の
か
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
信

頼
回
復
に
全
力
で
努
め
る
。

●
市
営
温
泉
の
方
向
性
に
つ
い
て

問 

多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
鶴
ヶ
池
荘
の
解
体
・
新

設
は
再
検
討
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

鶴
ヶ
池
荘
を
解
体
し
、

日
帰
り
機
能
に
特
化
し
た
新

た
な
施
設
を
建
設
す
る
方
向

で
進
め
た
い
。

問 

大
森
健
康
温
泉
施
設
活

用
の
報
道
を
受
け
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答 

公
募
期
間
終
了
後
に
申

し
出
が
あ
り
、
老
朽
化
や
シ

ロ
ア
リ
被
害
か
ら
、
廃
止
手

続
き
を
進
め
た
と
こ
ろ
だ
。

問 

ゆ
と
り
お
ん
大
雄
の
存

続
は
住
民
要
望
で
あ
る
。
存

続
さ
せ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答 

住
民
の
思
い
や
陳
情
採

択
を
重
く
受
け
止
め
つ
つ
も

方
針
は
変
わ
ら
な
い
。

力強く継続的な薬剤助成で果樹産地維持を
菅 原　 正 志 議員

すがわら　ただし市 の民 会

問 

令
和
５
年
度
の
経※

常
収

支
比
率
は
96・
８
％
と
非
常

に
高
く
、
市
は
緊
縮
財
政
そ

の
も
の
の
状
況
に
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

伺
う
。

答 

経
常
収
支
比
率
は
、
最

近
は
上
昇
傾
向
で
あ
り
、
そ

の
要
因
は
物
価
高
騰
の
影
響

に
よ
る
人
件
費
等
の
上
昇
や

公
債
費
の
一
時
的
な
上
昇
が

考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
も
経
費
削
減
や
自
主

財
源
の
確
保
な
ど
に
よ
り
比

率
の
改
善
を
図
り
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
。問 

市
民
会
館
整
備
基
金
に

よ
り
毎
年
約
２
億
円
、
総
額

20
億
円
を
積
み
立
て
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
昨
年
新
市
民

会
館
建
設
工
事
の
入
札
は
不

落
と
な
っ
て
い
る
。
新
市
民

会
館
建
設
に
つ
い
て
は
じ
っ
く
り
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

横
手
市
民
会
館
施
設
整
備
基
金
設

置
条
例
は
、
市
民
会
館
建
設
に
対
す
る

強
い
意
志
表
示
の
面
も
あ
る
。
国
の
動

向
な
ど
を
見
な
が
ら
、
財
源

が
確
保
で
き
れ
ば
建
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●
雄
物
川
流
域
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

問 

成
瀬
ダ
ム
と
皆
瀬
ダ
ム

で
同
時
に
放
流
さ
れ
れ
ば
、

雄
物
川
流
域
で
も
急
激
に
水

位
が
上
昇
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
ダ
ム
放
流
警
報
の
設
置

を
お
願
い
す
る
。

答 

ダ
ム
放
流
と
下
流
河
川

の
ピ
ー
ク
が
重
な
ら
な
い
よ

う
今
後
も
ダ
ム
管
理
者
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
債
償
還
に
つ
い
て

●

消
火
栓
の
整
備
に
つ
い
て

●

観
音
寺
鐘
楼
、
正
平
寺
山

門
・
経
蔵
、
雄
勝
城
、
沼ぬ

ま
の

柵さ
く

の
教
育
及
び
観
光
へ
の

活
用
に
つ
い
て

市の財政運営に問題はないか
塩 田　　 勉 議員

しおた　つとむさ がき け

※経常収支比率…地方公共団体の財政構造の弾力性を示す数値。比率が高いほど財政構造の
硬直化が進み、新たな政策に向けられる財源が少なくなることを表す。
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会派代表質問

問 

新
市
民
会
館
計
画
は
財
源
調
達
も

困
難
と
な
り
、
現
在
は
一
時
中
止
と

な
っ
て
い
る
。
財
政
状
況
や
人
口
動
態

を
踏
ま
え
て
規
模
縮
小
し
、
身
の
丈
に

合
っ
た
計
画
と
し
、再
度
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

令
和
２
年
度
の
基
本
構

想
以
来
、
長
く
議
論
し
て
き

た
。
今
後
事
業
再
開
す
る
際

も
、
現
在
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

計
画
を
基
本
と
し
て
い
く
。

問 

予
定
さ
れ
て
い
た
１
０

０
億
円
の
工
事
費
が
物
価
高

騰
等
に
よ
り
、
１
２
５
億
円

と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

機
能
を
市
民
活
動
中
心
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
代
え
、
規
模
縮

小
し
な
い
限
り
進
ま
な
い
。

急
減
す
る
出
生
数
や
人
口
減

で
、
５
人
に
１
人
が
後
期
高

齢
者
、
３
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
り
、
現
役
世
代
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
く
。
適
正

な
財
政
運
営
も
求
め
ら
れ
て

い
る
が
ど
う
か
。

答 

衰
退
し
て
い
く
地
域
を

維
持
し
て
い
き
た
い
思
い

で
、こ
の
規
模
は
変
え
な
い
。

●
副
拠
点
（
十
文
字
地
域
）

に
つ
い
て

問 

副
拠
点
と
し
て
い
る
十

文
字
駅
や
旧
第
一
小
学
校
、

解
体
し
た
文
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
計
画
が
進
ん
で
い
な

い
。広
範
囲
の
面
積
で
あ
り
、

市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
駅
、

道
の
駅
、
図
書
館
な
ど
も
あ

り
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
生
涯

学
習
活
動
も
盛
ん
な
こ
の
副

拠
点
に
、
規
模
縮
小
し
た
新

市
民
会
館
を
建
設
で
き
な
い

か
。答 

先
進
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
受
け
止
め
る
。

将
来
に
希
望
が
持
て
る
基
本

構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

問 

「
子
ど
も
権
利
条
例
制
定
」
の
考

え
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

こ
ど
も
施
策
の
基
本
理
念
や
基
本

と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
基

本
法
に
お
い
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
を
推
進
す
べ
き
理
念
が

明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当

市
は
、
あ
え
て
条
例
化
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。「
横

手
市
子
ど
も
の
権
利
宣
言
」

は
令
和
７
年
度
に
第
３
次
横

手
市
総
合
計
画
や
、
横
手
市

こ
ど
も
計
画
の
策
定
と
あ
わ

せ
、
若
者
が
社
会
的
に
幸
せ

な
状
態
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
理
念
と
な
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
く
。

問 

産
後
ケ
ア
の
拡
充
に

は
、
出
産
前
か
ら
出
産
後
に

お
け
る
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
の

作
成
が
必
要
。
安
心
し
て
産

み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備

の
考
え
は
。

答 
横
手
市
独
自
の
産
後

フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業
を
実

施
し
、
７
年
度
か
ら
は
こ
れ

ま
で
１
歳
だ
っ
た
対
象
年
齢

を
２
歳
ま
で
に
拡
充
し
、
自

宅
で
の
家
事
援
助
を
さ
ら
に

受
け
や
す
く
し
て
い
く
。

問 

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」実
施
の
考
え
を
伺
う
。

答 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況

や
理
由
を
問
わ
ず
、
未
就
園

児
が
保
育
施
設
等
に
お
い
て

時
間
単
位
で
利
用
で
き
る
制

度
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
く
新
た
な
給
付
制

度
と
し
て
、
実
施
予
定
で
あ

る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

病
児
・
病
後
児
保
育
の
拡

　
充
を

●

出
産
祝
金
の
拡
充
の
考
え

　
は

●

男
性
の
産
後
う
つ
の
周
知

　
に
つ
い
て

新市民会館計画の規模縮小と副拠点への建設を

「子ども権利条例制定」で少子化対策を

加 藤　 勝 義 議員
かとう　かつよし創 の成 会

土田　百合子 議員
つちだ　ゆりこ公 党明
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一 般 質 問

除
排
雪
体
制
の

一
層
の
充
実
を
！

佐
藤

　誠
洋
議
員

さ
と
う

　ま
さ
ひ
ろ

市
民
が
充
実
で
き
る

産
業
振
興
の
支
援
体
制
を

問 

採
用
活
動
応
援
事
業
の
補
助
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

答 

人
手
不
足
で
活
動
の
制
約
を
受
け

て
い
る
中
小
企
業
が
対
象
。
学
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
要
す
る
企
業
負

担
経
費
な
ど
へ
の
補
助
を
行
う
も
の
。

問 

若
年
者
等
人
財
育
成
、
地
元
定
着

支
援
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
働

く
人
々
の
住
ま
い
の
支
援
を
求
め
る
。

答 

就
職
情
報
統
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
」
の
構
築
と
前
述
の
採

用
活
動
応
援
事
業
を
展
開
す
る
。
社
員

住
宅
の
整
備
は
各
企
業
の
福
利
厚
生
の

一
環
で
あ
り
、補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

「
よ
こ
て
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
」
の
継
続
に

あ
た
っ
て
の
課
題
は
何
か
。

答 
現
在
片
道
３
０
０
円
で
運
行
し
て

い
る
が
、利
用
者
か
ら
は
料
金
引
上
げ
の

回
答
が
多
い
。
今
後
価
格
改
定
の
予
定
。

●
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問 

ま
る
ご
と
福
祉
課
と
子
育
て
支
援

課
、更
に
他
部
署
と
の
連
携
を
求
め
る
。

答 

実
態
調
査
に
よ
り
当
事
者
の
年
齢

で
支
援
や
目
指
す
姿
が
異
な
っ
て
お
り
、

年
齢
層
に
合
わ
せ
た
施
策
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
複
数
の
支
援
機
関
が
連
携
す
る

重
層
的
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

●
市
営
温
泉
に
つ
い
て

問 

ゆ
と
り
お
ん
大
雄
の
存
続
を
再
度

求
め
る
。

答 

施
設
存
続
の
陳
情
の
議
会
採
択
を

重
く
受
け
止
め
、
再
度
検
討
し
た
が
、

予
定
ど
お
り
廃
止
し
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
に
つ
い
て

オンデマンド空港送迎サービス事業
（通称「よこてWARP」）

立
身

　万
千
子
議
員

た
つ
み

　ま
ち
こ

問 

除
雪
対
策
を
幅
広
く
実
施
し
て
い

る
大
仙
市
を
参
考
と
し
て
、
間
口
除
雪

サ
ー
ビ
ス
を
一
層
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

答 

既
存
事
業
の
周
知
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
他
自
治
体
、
市
民
要
望
を
参

考
に
取
り
組
み
た
い
。

問 

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
確
保

の
た
め
、
北
海
道
江
別
市
等
の
事
例
を

参
考
と
し
て
、
協
同
事
業
組
合
化
や
公

社
化
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

情
報
収
集
の
う
え
検
討
す
る
。

問 

除
排
雪
費
は
、
当
初
予
算
か
ら
平

均
決
算
ベ
ー
ス
の
20
〜
25
億
円
は
計
上

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
予
算
の
導
入
や
雪
対
策
基
金

の
創
設
を
提
案
す
る
。

答 

必
要
最
低
限
の
経
費
を
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
る
。
市
民
生
活
へ
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
横
手
市
の
産
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

問 

令
和
３
年
度
の
住
民
一
人
当
た
り

の
個※

人
所
得
は
、
全
国
平
均
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、
横
手
市
は
61
、
大
仙
市

は
62
、
花
巻
市
は
70
、
北
上
市
は
86
、

岐
阜
県
高
山
市
は
81
で
あ
る
。
市
民
所

得
の
向
上
の
た
め
、
産
業
連
関
表
な
ど

の
経
済
分
析
を
行
い
、
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

を
立
て
て
、
官
民
一
体
で
市
民
所
得
向

上
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

特
化
指
数
（
強
み
）
の
高
い
農
林
業
へ

の
予
算
配
分
を
高
め
て
、
市
経
済
へ
の

好
循
環
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

産
業
連
関
表
は
非
常
に
有
効
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
は
地
域

経
済
分
析
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
各
産

業
へ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
応
援
し
て
い
く
。

官民一体の産業ビジョン
⇒【市民】所得をUP！！

※総務省・市町村税務課税状況の調べ（令和３年度）により算出

アップ
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一 般 質 問

問 

令
和
６
年
に
改
定
さ
れ
た
横
手
市

水
道
事
業
計
画・経
営
戦
略
に
お
い
て
、

水
道
料
金
の
見
直
し
時
期
を
令
和
８
年

度
に
す
る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
現
在

の
方
向
性
は
ど
う
か
。

答 

こ
ち
ら
の
計
画
期
間
で
あ
る
15
年

間
の
収
益
的
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
た

め
、
平
均
29
％
の
料
金
改
定
が
必
要
で

あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

問 

水
道
料
金
の
改
定
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
中
で
、
料
金
収
入
か
ら

不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
で
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

現
在
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
、

水
道
料
金
の
み
で
す
べ
て
の
費
用
を

賄
っ
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
公
営
企
業
の

独
立
採
算
制
の
原
則
を
基
本
と
し
て
慎

重
に
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。

問 

以
前
行
政
視
察
で
訪
れ
た
佐
世
保

市
で
は
、
平
成
22
年
に
水
道
料
金
の
改

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
初
約
30
％
増

の
改
定
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
を
行
う

こ
と
に
よ
り
約
20
％
ま
で
値
上
げ
幅
を

抑
制
し
た
実
績
が
あ
る
。
市
民
の
方
々

の
負
担
に
直
結
す
る
水
道
料
金
に
対
し
、

少
し
で
も
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
姿
勢

を
見
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 
昨
今
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
経
営

改
革
を
行
っ
て
も
な
お
収
支
が
不
足
す

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
あ
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
水
道
部
局
と
財
務
部

局
と
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
行
っ

た
う
え
で
、
議
員
や
市
民
の
皆
様
に
も

提
示
し
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問 

新
体
育
館
の
管
理
運
営
を
担
う
指

定
管
理
者
の
選
定
の
方
向
性
は
。

答 

新
体
育
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
公
募
に
よ
り
指
定
管
理
者
を
選
定

し
、
管
理
運
営
業
務
に
加
え
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
対
し

て
も
、
積
極
的
に
参
画
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問 

開
館
準
備
業
務
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

令
和
８
年
７
月
に
予
定
す
る
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
む
け
て
、
現
在
、
市

が
実
施
し
て
い
る
準
備
業
務
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
が
決
定
後
、
協
働
で

進
め
て
い
く
。

問 

新
体
育
館
開
館
に
際
し
て
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
状

況
は
ど
う
か
。

答 
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
市

民
に
よ
る
体
験
会
、
開
館
記
念
イ
ベ
ン

ト
等
を
含
め
、
様
々
な
検
討
を
進
め
て

い
る
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

学
校
に
お
け
る
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
と
活
用
方
法
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

答 

令
和
７
年
度
い
っ
ぱ
い
で
の
更
新

を
計
画
し
て
い
る
。
端
末
を
活
用
し
て

家
庭
で
学
習
を
日
常
的
に
行
う
こ
と

は
、
自
立
し
た
学
習
者
を
育
成
す
る
う

え
で
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問 

部
活
動
の
地
域
移
行
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
当
市
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
文
化
芸
術
団
体
の
関
係
者
な

ど
に
よ
る
横
手
市
部
活
動
地
域
移
行
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、協
議
し
て
い
く
。

安全・安心で持続可能な
水道水の供給を

水
道
料
金
値
上
げ
幅
を

可
能
な
限
り
抑
え
る
努
力
を
！

加
藤

　雄
太
議
員

か
と
う

　ゆ
う
た

新
横
手
体
育
館
開
館

準
備
事
業
の
進
捗
は

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ

　ま
こ
と

新横手体育館の
完成イメージ
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　１月23日、議会だよりモニターとして登録いただ
いている雄物川高校生徒会の皆さんにご参加いただ
き、高校生議会だよりモニター会議を開催しました。
　モニターの皆さんからは、特に若い世代が関心を持
つようなアイデアをいただきました。

高校生議会だより
モニター会議

箇条書きに
しては
どうかな？

写真やイラストを
増やしてはどう？

伝えたい箇所に
アンダーラインを
引いたらどうだろう？

グラフや表を
増やしたほうが
見やすいよ

会派代表質問、総括質疑、一般質問と違いがよく
分からない…高校生議会だよりモニター会議の様子は、２月10日の「もっと教えて！横手市議会」

で放送しました。放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。
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ぎかいトピックス・先進地から学ぶ

７日
８日

10日

14日

17日
23日
24日

30日

31日

広報分科会
厚生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会
大森浄化センター整備事業に関する調査特別
委員会
議会改革推進会議行政視察
（～15日、神奈川県横須賀市）【P15】
総務文教常任委員会
高校生議会だよりモニター意見交換会【P15】
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
市議会１月臨時会【P4】
大森浄化センター整備事業に関する調査特別
委員会
秋田県市議会議長会定例会（秋田市）

１
月

１日
４日
６日

７日
12日
15日
17日
18日
26日
28日

厚木市制施行70周年記念式典（～2日、神奈川県厚木市）
議会におけるDX推進に向けた研修会
市議会議員共済会 第129回代議員会（東京都）、福井県大野市議会行政視察受け入れ、
議会改革推進会議、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
全国高速自動車道市議会協議会定期総会（東京都）
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
厚木市議会・那珂市議会友好都市交流（～16日）
県南市町村議会議長連絡協議会（湯沢市）
市議会３月定例会（～３月19日）【P2～14】
広報分科会
議会運営委員会

２
月

３日
６日
11日
12日
13日
19日

22日
25日
27日

全員協議会（議案説明会・行政課題説明会）、議会運営委員会、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
総務文教・厚生・産業建設常任委員会協議会
広報分科会
正副委員長会議、議会運営委員会
議会運営委員会、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
全員協議会（行政課題説明会）、会派代表者会議、議会運営委員会、広報広聴委員会
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
湯沢市制施行20周年記念式典（湯沢市）
議会改革推進会議、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
広報分科会

３
月

議会の 動き主な

委員会審査報告は項目ごとに区分けされた方が見やすくなるかな
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　平成高校女子バレーボール部は、１年生４名、
２年生３名の計７名で活動しています。人数の少
ないチームですが、学年関係なくみんなで支え合
いながら明るく練習に取り組んでいます。楽しく
バレーをするためにお互い良いプレーを褒め合っ
たり、ミスをサポートし合ったりして失敗を恐れ
ず挑戦できる雰囲気作りを心がけています。
　練習では基本の大切さを重視し、レセプション、
スパイクなどの基礎技術の向上に繰り返し取り組
んでいます。また基礎練習で身につけたことをミ
ニゲームで確認し、チームとしての成長を測ると
ともに楽しみながら絆を深めています。さらに練
習後は体幹トレーニングを行い、バレーに必要な

体力や身体のバランスを高めるために努力してい
ます。
　応援してくださる方々や明るく指導してくださ
る先生のお陰で日々バレーを楽しむことができて
います。周囲への感謝の気持ちを忘れず、さらな
る成長を目指して頑張ります。
平成高等学校女子バレーボール部 主将　泉

いずみ

谷
や

　にこ第
83 号

横手市議会公式
Facebookページ

タイムリーに情報発信中
ページへの
お待ちしています。

いいね！

分かりにくい議会用語が
他にもございましたら、
議会事務局までお知らせ
願います。

分かりにくい
議会用語などは
こちらで

解説しています

秋田県立平成高等学校女子バレーボール部の皆さん

市制施行20周年を迎える本年、
より良い紙面づくりに、一般市民と高校生モニターから貴
重なご意見をいただき進化する広報を作るのはとても楽し
く、自己研鑽にもつながっています。「少しでも読みやすい」
「読みたくなる」議会だよりを目指し、編集委員チームで
期待に応えたいと思っています。　　　　（土田　百合子）

広報広聴委員会　広報分科会
分 科 会 長　宮川　拓也　副分科会長　林　　一輝
委　　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　　加藤　雄太　土田百合子

次回発行日のお知らせ 次号（No.84）の発行は令和７年８月１日の予定です。

横手かまくらＦＭで市議会情報を知ろう！
　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横
手市議会」を放送しています。議員が交代で出演し、市議会の活動や取組を自らの声で紹介する
もので、市民参加を意識した番組づくりに力を入れています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。 

これまでの放送内容は
こちらから

お聴きください

令和７年３月24日放送
「市議会のハテナ～議員特別研修とは～」

5/12　令和６年度トピックス
5/26　行政視察報告（総務文教常任委員会）

今後の放送予定

好評放送中

毎月第2・4月曜日 午前10時40分～
再放送：翌火曜日 午前７時30分～

横手かまくらＦＭ 77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

秋田県立
平成高等学校

女子バレーボール部


